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新潟県の気候
　　　　　＊（第4報）

野 呂 恒 夫＊＊

　要旨：日々の予報を初め，季節予報を出す場合，発表する地点の予報の信頼度がどこまであるか．す

なわちどこまでの地域に適用出来るか，知っておかなくてはいけない．本論は定性的，定量的見地から，

地域差とあわせて代表性について調べてみると，月により異なるが，一般的傾向として春と秋は代表性は

狭域で亥）る．またこれに用いる用語であるが，改正前は平年並みとしておくと相当高い確率で予想され

たのであるが，現用のものは必ずしもそういかないので用語の使用には十分注意することが肝要である．

　1．　まえがき

　前報にて，月間日照時間の地域による特有の癖がある

ことカミ知られた．

　本論では，季節予報を出す場合，地域差がないなら，

特定の地点に対する予報を，広域二対応することが出来

るが，本県の地理分布を考察するに地域善がないとはい

えない．

　そこで，本県において，今ある地点を基準とした場

合，その地点との地域差，およびその地点の代表性等に

ついて，定性的，定量的に調べてみた結果について述べ

てみたい．

　2．　定性的見地からみた地域差

　各地の累年平均月聞日照時間と各年における平年差を

求め，偏差が正の場合を多照年，負の時を寡照年とした．

　いま，α，β2地点の多照年をSα，Sβとすると，α

地点がπ年間中の多照年数はnSαであり，したがって，

α地点の箆年間中の寡照年数はn（1－Sα）である．

　今，α，β共に多照年または寡照年となって一致する

確率をκとすれば，Kにて天気の相関を表わすことが

出来る．すなわち

　　　　K＝1一（Sα＋Sβ）＋2SαQ

　　　　　＝SαQ÷（1－Sα）ノ～……………………（3）

　したがって，（3）式から（1），（2）は次式からも求め

られる．すなわち

刀sα9－n（κ一1＋sα＋sβ）

　　　　2

組一Sα）R一丑（、κ＋1－Sα一Sβ）

　　　　　　2
本論は（3）式より調べてみた結果について述べてあ

る．

新潟を基準点として，新潟が多照年である時，ある地

点も多照年である確率Qを前記の観測所について求め

てみた結果の平均値は下表に示してある．

月 1　2　　3　　4　　5　　6 71819 10111112
　1　　　　1

寡欝駆獣麗蕪灘螺，集が細61iα・41α681α821嘩・1α7綱α771α711・・89

　　α，β共に多照年の年数πSαQ…一・・………（1）

　　α，β共に寡照年の年数n（1－Sα）1～………（2）

　次に，β地点が多照年の時にα地点も多照年となる

確率をρノ，βが寡照年の時にαも寡照年となる確率を

1～ノとすれば，9ノ，ノ～／は次式から容易に求められる．

　　　　R！＿1＋S遭二（Sα⊥Sβ）
　　　　　　　　　1－3β

　　　　　＝』ヒSαR
　　　　　　lrSβ

　　　　Qノ＿。5些Q

　　　　　　Sβ
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　Qの年変化をみると，一般的傾向として，12月に第1

の極大，9月に第2，5月に第3，3月に第4の極大が

現れ，1月に第1の極小，4月に第2，11月に第3，8

月に第4の極小が現れている．

　すなわち，Qは春から夏，秋および冬の初の頃に大き

くなる傾向があるのに反し，冬および春の季節が一応定

まったと考えられる時，秋から冬への季節の変化時に小

さくなる傾向があり，一般にQは暖候期が大きく，寒候

期が小さい傾向がある．

　いいかえると，寒候期は地形分布による天気の限界が

判然としている．いわゆる地域差が大きい，すなわち代

表性の範囲が狭いことを示すものである．

　いまQの地理分布を調べてみると，各月共に特徴ある

、天気”10．11．



新潟県の気候（第4報）

分布を示しておる．

　たとえば，魚沼地方の山間平野部は2，4，10月は非

常に小さいが，7，12月は非常に大ぎく，下越北部平場

は・5月は非常に小さいが12月は非常に大きい．

　中越，頚城平場は1月は非常に小さいが，6，8，10，

12月は非常に大ぎく，高冷地では，頚城地方は1，2月

は非常に小さく，6，10月は非常に大ぎいが，魚沼地方

は2・8月が非常に小さく，9，10月が非常に大きい．

　次に同様の方法で，新潟が寡照年である時，ある地点

も寡照年である確率Rを求めてみた結果は下表の通り

である．

月 2 314同6 7／8
畑α6・」α72」・・64」・・841・・841・・84畑i・・8gl・・7gl・・721α73

911・1・・1・2

　Rの年変化をみると，一般的傾向として9月に第1の

極大，5月に第2，3月に第3，12月に第4の極大が現

われ，2月に第1の極小，4月に第2，11月に第3の極

小が現れている．

　すなわち，ノ～は秋から冬，冬から春への季節の変化

時，および春の季節が一応定まったと老えられる時期に

小さくなる傾向があり，春・秋・冬の初め頃，および春

と夏の季節の変化時，いわゆる五月晴の季節に大きくな

る傾向がある．

565

　一般的にみて暖候期が大きく，寒候期は小さい傾向が

ある．いいかえると，暖候期の梅雨前線または台風等の

気団の動向にともなう天気の限界が判然でない．いわゆ

る地域差が大ぎくなく，代表性の範囲の広いことを示す

ものであろう．

　いまRの地理分布を調べてみると各月別に特徴ある

分布を示しており，たとえば南蒲原地方は3，4月は非

常に小さいが9月が非常に大きく，頚城高冷地は2，4，

11，12月が非常に小さいが，魚沼高冷地は6～9月が非

常に大ぎい．

　西頚城地方は4～6月が非常に大きいが，魚沼山間平

野部は1，2月が非常に小さいが8，9月が非常に大ぎ

い．

　次に新潟が多照年または寡照年のとき，ある地点も多

照年または寡照年となって一致する確率Kを前記の観

測所について求めてみた結果は第1表の如くであり，最

下段の平均値からKの年変化をみると，一般的傾向と

して，9月に第1の極大，5月に第2，12月に第3，3

月に第4の極大が現われ，2月に第1の極小，4月に第

2，11月に第3，7月に第4の極小が現われる．

　すなわち，季節風期が終り春の季節に入った時期，春

から夏への季節の変化期，いわゆる五月晴れの時期，夏

から秋への変化時，冬期に入りし初期の頃には大ぎくな

る傾向があるのに反し，冬から春，秋から冬への季節の

第1表　各観測所のKの年変化（新潟基準）
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1
0．55

0．62

0．54

0．69

0．56

0．50

0．71

0．64

0．69

0．71

0．71

0．59

0．69

0．56

0．72

0．67

0．63

2

0．55

0．77

0．46

0．44

0．53

0．67

0．76

0．50

0．62

0．59

0．71

0．65

0．63

0．67

0．41

0．67

0．60

3

0．75

0．54

0．69

0．88

0．50

0．78

0．76

0．71

0．69

0．88

0．76

0．65

0．76

0．83

0．61

0．78

O．72

4

0．64

0．38

0．46

0．53

0．71

0．83

0．76

0．62

0．82

0．59

0．59

0．65

0．75

0．83

0．88

0．65

0．66

5

0．83

0．85

0．77

0．76

0．88

0．83

0．94

0．75

0．62

0．88

0．82

0．88

0．81

0．89

0．88

0．88

0．83

6
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0．85

0．92

0．88

0．76

0．83

0．88

0．77

0．77

0．88

0．82

0．94

0．76

0．94

0．83

0．78

0．82

7
0．91

0．75

0．92

0．81

0．65

0．78

0．81

1．00

0．83

0．87

0．75

0．81

0．81

0．78

0．78

0．78

0．81

8

0．73

0．83

0．92

0．67

0．88

0．94

0．87

0．73

0．75

0．75

0．94

0．87

0．81

0．89

0．89

0．83

0．83
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0．64

1．OO

O．92

0．83

1．OO

O．78

0．94

1．00

0．67

0．87

0．87

1．00

0．87

0．89

0．94

0．83

0．88
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O．90

0．82

0．58

0．88

0．78

0．78

0．50

0．91

0．67

0．87

0．81

0．81

0．75

0．78

0．89

0．71

O．78
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0．94

0．67

0．83

0．71

0．73

0．77

1．00
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0．67

0．78

0．81
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0．82

0．81

0．94

0．75

1．00

0．78

0．67

0．78

0．78
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566 新潟県の気候（第4報）

変化時，梅雨期および春の季節が一応定まったと老えら

れる時期に小さくなる傾向がある．

　いいかえると，季節風が弱まると共にKが漸次大ぎ

くなり，暖候期は大きいが，特に台風期が一番大きい．

　しかし秋の季節に入ると共に急激にκが減少し，冬

期に最も小さくなる．

　次にκの地理分布を調べてみると，1～4月までは，

新潟を中心として10km以内しか同一傾向を示さない．

Lかし乍ら，3月の中蒲原，頚城平場，4月の北部平坦

部は同一傾向を示す確率が大きい．

　5月は新潟を中心として最大20km以内は同一傾向を

示すが，平場はKが大きく内陸に行くにしたがいKは

減少するが，平場は同一傾向を示す確率が大きい．

　6～8月，10月は新潟を中心として20km以内しか同

一傾向を示さない．この外に，6月は頚城平場，魚沼山

間平野部の6～8月，8月の高田市周辺15km以内・10

月の西頚地方は同一傾向を示すが，他の地方は傾向度合

が小さく，特に6月の魚沼高冷地，下越北部，7月の上

越地方，8月の頚城高冷地，下越山浴地方，10月の頚城

平揚，魚沼，下越北部は非常に小さいが，これらを除く

地方は同一傾向を示す確率が大きい．

　9，11月は新潟を中心として25km以内は同一傾向を

示すが，このほかに，9月は西頸，魚沼高冷地，山間平

野部，11月の高田を中心として15km以内は同一傾向を’

示すが，9月の下越北部，11月の西蒲，頚城，魚沼の山・

間部はKが非常に小さい．

　12月は新潟を中心として30km以内および，魚沼山間1

平野部は同一傾向を示すが，北部平坦部および西，中・

南蒲原，古志，北魚沼地方も同一傾向を示す確率が大ぎ

い．

新
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第1図　四季の基準点別　Kの地理分布
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　5．　定性的見地からみた代表性

　今，新潟のほかに，十日町，長岡，高田を基準とし

て，冬（1月），春（4月），夏（7月），秋（10月）につ

いて，前記の基準観測点が多照年または寡照年のとき，

ある地点も多照年または寡照年となって一致する確率を

求めて見た結果は第1図に示してある．

　そこでこれら基準観測点の代表性について要約すると

次の通りである．

　高　田

　冬，春，秋期は高田を中心として最大15km以内は同

一傾向である．このほかに冬期は十日町を中心とした20

km以内，春期は10km以内は同一傾向を示すが，冬期

の頚城平場は同一傾向を示す確率が大きい．

　春期は頚城沼岸部，下越北部平場（北部平坦部），秋期

は中頚城，十日町周辺も同一傾向を示す確率が大きい．

　夏期は扇形30km以内のほかに，西，中蒲原平場地方

は同一傾向であるが，下越北部（岩船，北，東蒲），中魚

沼方以外は，同一傾向を示す確率が大である．

　長　岡

　春，秋期は長岡を中心として最大10km以内しか同一

傾向を示さないが，春期は扇形20km以内，秋期は15

km以内，南魚沼山間平野部，西頚平場は同一傾向を示

す確率が大である．

　冬期は最大15km以内しか同一傾向を示さないが，20

km以内，西頚平場，下越北部平場は同一傾向を示す確

率が大である．

　夏期は中越平場（長岡を中心として，南北に最大30km

以内の楕円内）と頚城平場は同一傾向を示すが，西，中

蒲，中，南魚沼地方は同一傾向を示す確率が大である．

　十日町
　冬，春，秋期は，十日町を中心として，最大10km以

内しか同一傾向を示さない．

　しかし冬期は頚城平場，秋期の高田周辺，三島沿岸部，

南蒲平場，春期は西，南蒲，頚城平場は同一傾向を示す

確率が大である．

　夏期は十日町を中心として15km以内のほかに長岡周

辺は同一傾向である．

　しかし西蒲，三島郡の巾で帯状で南下した地帯（信濃

川流域一帯，すなわち本流より東西25km以内）および

下越北部平場は同一傾向を示す確率が大である．

　4．　季節用語別出現頻度

　季節予報や週間予報に使用される用語には一定の基準

があるが，この基準は昭和35年3月，気象官署予報業務

367

細則の一部改正によって，平年値からの違いの範囲を，

下表の様に7階級から5階級に変更し，また用語も正し

いものに変更された．

＼用韮
比ポロ

月平均
の平年
比（％）

の範囲

かなり
少ない

85未満

やや少
ない

85以上一
　95未満

平年並
み

95以上一
105未満

やや多
し・

105以上一
115未満

かなり
多い

115以上

1963年11月

　改正前の基準は，平年並みを中心とした正規分布型す

るものとして分類したものであるが，改正された基準は，

等出現頻度するものとして分類したものである．

　そこで果して等出現頻度するものや否やについて，各

観測所の出現頻度を調べてみた結果，第2図の様に12種

の型に分類することが出来る．

A’

並規分柿型 乃傾．厘

B
反正耀介和里

H

友后イ頃型，

ζ
夙u琴製
1

江イ頃型．

D
u掌聖

」
反左イ頃型

【
W　型 均一型

F
反VV型

』
紛匁ヘ
　ノ1　　￥
“　　　　￥ノ
　　　　　￥》

欝垂鴛籔藝曇
第2図　頻度型

　この分類にもとづき一年間を通じてみると，頚城平場，

新潟周辺はK型であるが，他はD型であり，四季別に出

現頻度型の地理分布を調べてみると，春は頚城山洛地方

は等出現頻度型である．いいかえるとK型であるが，頚

城平場はA型であり，蒲原，古志地方はD型である．ま

7
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た岩船，三島郡はH型であるが，北魚沼はB型，南魚沼

はE型である．

　夏は頚城，新潟周辺はK型であるが，岩船，蒲原山漕

はB型であり他はD型である．秋は西蒲はB型であるが

三島，頚城山間部はH型である．また頚城平場，新潟周

辺はK型であるが刈羽，西頚城はW型，中頚城，中魚沼

はJ型であるが他の地方はD型であるなど，分布は他の

季節に比して同一分布地帯がせまいことがしられる．し

かし冬は大半はD型であるが部分的であるとはいい，頚

城平場はK型，三島郡はJ型，北，南魚沼山漕はB型で

ある．

　そこで各月別に各観測所の出現頻度型を調べてみた結

果は第2表の通りである．

　この表をみても窺れるごとく，観測所の位置および月

により，出現頻度型は各種各様に異なり，頻度型の月別

地理分布も非常に特徴ある分布をしている．ただしここ

できづがれることは等出現頻度型をする月が案外少ない

ことであろう．

　このことは日照時間の年々の変化率が大ぎいことを示

すものであり，日別，旬別に解析した結果のさいも論求

したいと思うが，前報の9～10を参照せられると，長期

予報論について一つのメドが示されたものであろう．

　　　　第2表　各観測所の出現頻度型一覧表

露具1・’2i3 415　　　　　　　　　　　　　　　　718ρ，101112　　　　　　　　　　　　　　61

　　　　　　　D図Al　C　　　　　　　　　　　　　　KDHI」頃 L」　柏　崎　　　　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　」「D BHKBH　　　　　　　D　B K　H　長　岡　　　　　　D

　　　　　　　　　　　　　　L卜EHBKAK　　　　　　　D　F　L　K　天水越　　　　　　Dl

　　　　　　　　　　　　　　L’JLF DBH　　　　　　　D　Dl　L 　A　　巻　　　　　　B，

　　　　　　　　　　　　　　KBD訓J E H　　　　　　J　　　　　　　K…A、K　H　能　生
　　　　　　　　l　l　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ　　　チ
　　　　　　　　　　　　　　KDJIIILKIL　　　　　　　Kl　Al　Cl　K　新　潟　　　　　　D・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　Di　K！Fl　G　　　　　　　　　　　　　　H　J　Kl　E　D K 　D　小千谷　　　　　　D
　　　　　　　D　D：E　Dr　D E L　D　D　D　D　　　　　　D一　五　泉

　　　　　　　　　　　　　　K　B D　E　F　D　D　　　　　　D　B　D　E　K　森　町

　　　　　　　　　　　　　　L D，DBLDD　　　　　　　　B　D，K　B一　小　出　　　　　　D
　　　　　　　　B　J L　K　　　　　　　　　　　　　　G EE，DKJ、D　　　　　　H　安　塚
　　　　　　　D 　D！G』E　　　　　　　　　　　　　　L…E　LI　D D　K　J　関　川　　　　　　D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　DDiDDDEB　　　　　　　Di　D E　G　浅　貝　　　　　　K
　　　　　　　　　　　　　　E　K 」 H L　L－L　　　　　　　　L　C A　C，　高　田　　　　　　D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　H　K　Kl　D　D・D　　　　　　　H－El　DI　H　村　上　　　　　　B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KiKIK！JiLIJP　　　　　　　Hl　L　F　 　A　十日町　　　　　　E　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　
　　　　　　　Di　El　Bl　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　　　　　　　　　　　　B　Di　K　L！D　DI　D　寺　泊　　　　　　D　　　　　　　　　　　　　　　i　　　l　　　　　l　　　　　　　　　　l　

いが，地域差がないとするなら，特定地点に対する予報

を全地域に対応することが出来る．新潟県内においては

はたしてどの程度の地域差があるか，いま新潟を基準と

して前記観測所についても，前報と同一資料を用い，各

地の月間日照時間を月平均の平年比の範囲によって現わ

し，新潟と同一用語で表わせない月数，すなわち1階級

以上違う月数，および2階級以上違う月数を拾いあげ，

その出現確率を求めてみると，一年を通じていずれもか

なり大ぎく，暖候期より寒候期の方がこの傾向が特に大

ぎい．

　今四季別に求めてみた結果は第3表の通りの如く，1

階級以一上違う月の出現確率はかなり大ぎく，春は岩船，

　　　第3表呈鰐以／髭轡（新潟基準）

五　泉

十日町

森　町

小　出

柏　崎

長　岡

天水越

　巻

能　生

安　塚

関　川

浅　貝

高　田

寺　泊

村　上

小千谷

春

41／74

11／57

16／67

38／74

6／51
24／69

19／69

31／69

17／63

31／67

20／67

33／69

4／50
23／68

41／70

10／47

夏

24／62

0／30
6／49
22／43

6／45
10／37

24／57

14／51

22／61

11／44

16／63

26／51

4／39
38／62

19／54

10．／41

秋

11／／54

20／59

11／69

28．／69

21／71

21／54

26／70

18．／58

37／76

30／64

27／63

33．／70

9／50
29／58

36．／67

19／48

冬

30／59

30／63

30／58

36／／62

30／56

26／60

35／63

29／52

36／72

30／56

48／69

40．／70

31／65

30／52

35／51

32／58

5．　定量的見地からみた地域差

季節予報は特定の地域を代表して行なわれるものでな

8

蒲原，北魚沼地方，秋は三島，頚城平場及び魚沼高冷地，

冬は頚城山間部，魚沼山間平野部は特に大きく，信頼度

が90％の確率で上限が50％を越すものは夏は比較的に少

ないが他の季節は非常に多い．したがって比較的少ない

夏でさえ，新潟における用語は頚城，古志，刈羽地方す

なわち上越，中越中部平場しか用い得ず，他の季節はほ

とんど違った用語を用いるべぎである．

　また2階級以上の違いを示す出現確率もかなり大ぎ

く，特に冬期が大きく，分布もほぼ同様であり，上限が

10％を越すものは各期とも非常に多い．

　今同様の方法で各月について調べてみた結果，信頼度

90％で出現確率の上限が50％以上を示すものに対して違

った用語を用いる必要があるとするなら，月により若干

、天気”10．11．
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の差異があるが同一用語を用い得るのは，新潟を中心と

して最大20km以内である．

　すなわち1，9月の南蒲，岩船平場いわゆる下越北部

平場（北部平坦部）及び12月の三島，西蒲，北蒲平場，

すなわち中，下越漕岸部は同一用語を使用出来るが，3

4，5月は新潟を中心として最大15km以内しか使用出

来な：い．また2，6，10，11月は20km以内しか使用出

来ないが，このほかに6月は上越平場，中越南部，10月

は頚城地方，魚沼高冷地，11月は三島，古志，高田周辺

は使用出来るが他は違った用語を用いるべぎである．し

かしながら，7，8月は新潟における用語を大体全県に

用いてもよいが，7月の西頚，魚沼山間部，東蒲，8月

の西蒲，山漕地方は新潟と同一表現は出来ない．

　今参考のために，改正前の分類にもとづぎ各観測所の

出現頻度型を調べてみると，一年を通じて中蒲地方は右

傾型であるが，他は正規分布型であり，四季別にみる

と，春は県下全般は正規分布型であるが，夏は中蒲は右

傾型，魚沼山間平野部および高冷地は反U字型であるが

他は正規分布型である．

　秋は新潟周辺，中蒲，北魚沼地方は反u字型，西蒲，

三島，南魚沼高冷地は左傾型，中魚沼高冷地は右傾型で

あるほかは正規分布型である．

　冬は岩船および蒲原地方山沿，北魚沼山間平野部は左

傾型，刈羽，中魚沼高冷地は右傾型，新潟周辺は反U字

型であるほかは正規分布型である．

　次に改正前の分類にもとづぎ同様の方法で新潟と1階

級以上及び2階級以上違う月の出現確率を調べてみる

と，一年を通じて現用の分類から求めた値に比し中，下

越は出現確率が大ぎいのに反し上越地方は小さく，寒候

期は大きく出る傾向があるのに反し暖候期は小さく，し

かも中頚以西，中，西蒲，古志，三島，刈羽いわゆる中

越平場は同一用語を用いることが出来る．四季別にみて

も出現確率は現用より春，秋は小さく，夏，冬は大きい．

　今各月別について調べてみると，新潟と同一表現出来

る範囲は現用の分類から求めたものより寒候期は狭く，

新潟を中心として最大15km以内であるのに反し，暖候

期は広範囲に使用出来る．

　すなわち11－3月，7月は新潟を中心として10km以

内だけが同一用語を用いることが出来る．

　9，10月は30km以内は同一用語を使用出来る外に，

9月は中頚以西，10月は頚城平場，三島，古志地方にも

使用出来る．

　10月と7月はこのほかに，中頚，刈羽，古志地方にも

1963年11月
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使用出来る．

　しかしながら4～6月，8月は広地域に使用出来るが，

4月の岩船，魚沼地方，5，6月の下越および北魚沼の

山漕，8月の山漕地方は新潟と同一表現することは出来

ない．

　6．　定量的見地からみた代表性

　現用の分類方法と改正前の分類方法から地域差を求め

てみたのであるが，前述の結果より，いずれの方法を用

いたらよいか一長一短があり結論は出しにくいが，日照

時間においては，いずれの方法でも新潟を基準として季

節予報を出す場合，その適用範囲が非常に狭地域であ

り，しかも代用性が非常に小さいことである．

　すなわち，季節予報の方法として，一基準地点のもの

を広区域に対称することは，距離に反比例して信頼度が

小さくなることは必然のことであり，しかも危険である

ことは前の調査でも判明してることであるが，今回の調

査でもまた立証せられた．

　そこで新潟のほかに，高田，長岡，十日町を基準点と

して，冬（1月），春（4月），夏（7月），秋（10月）に

ついて，同様の方法にてこれらの地点と同一用語で表現

出来ない月数の出現確率を求めてみたのを第3図に示し

てある．

　今これら各基準観測点の代表性について，要約して述

べると次の通りであり，一般的傾向として，春期と秋期

は同一用語で表現出来る地域，いわゆる代表性の地域は

狭域であるのに反し，冬期と夏期は広域であり，しかも

ほぼ同一地方である．

　高　田

　冬期は新潟周辺，西，北蒲原，岩船郡といわゆる下越

北部，頚城および魚沼山間部を除いた地方に適用出来る

のに反し，春期は頚城平場のみである．

　夏期は北，東蒲原，岩船郡，西頚城および南，北魚沼

山間部を除いた地方であるが，秋期は頚城平場，古志，

三島，刈羽郡，新潟周辺および南魚沼地方には適用出来

る．

　長　岡

　冬期は新潟周辺，刈羽，西頚城郡，頚城および南魚沼

山間部を除いた地方には適用出来るが，春期は東方扇形

20km以内のみである．

　夏期は東蒲原，西頚城郡，頚城および南魚沼高冷地を

除いた地方であるのに反し，秋期は頚城平場と，古志，

刈羽，中蒲原郡といわゆる中越平場地方である．

　十日町

9
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第3図　四季の基準点別1階級以上違う月の出現確率地理分布

　冬期は頚城平揚，三島，古志，南蒲原郡といわゆる中

越平場で扇形50km以内には適用出来るのに反し，春期

は扇形15km以内のみである．

　夏期は，西，中，東，北蒲原，岩船郡といわゆる下越

北部，西頚城郡，南魚沼高冷地を除いた地方に適用出来

るが，秋期は中頚，古志，南魚沼郡にしか適用出来ない．

　　　　　　　　　　　　　　　（1962．6．1未完）
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